
環境情報科学　47-3　201890 1 
 

研究論文 
 
西苑園林における扁額からみた建築群機能類型別の庭園空間特徴 

The Spatial Feature of Architecture Group in Xiyuan Garden from the Aspect of Horizontal 
Tablet 
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Chang SU, Jia MA and Junhua ZHANG 
 
 

要旨：本研究は,中国皇家庭園西苑園林を対象とし,西苑園林における建築群の配置と機能を定義付け,4つ
の機能に分類された｡また,建築群にある「扁額」の意味を解析し,クラスター分析によって 3 つのグループ
に分類する｡本研究より以下のことが明らかとなった｡4 つの機能別の庭園空間において,各グループの扁額
の構成比がそれぞれ異なっており,庭園空間特徴と深く関連性が見られる｡宗教祭祀,居住修身,遊覧休憩,政
治式典の庭園空間には,各グループに属する扁額が異なっている構成比をもち,多様な分布様態も見える。
「扁額」の意味である意境 1)は建築群の庭園空間特徴と呼応し,強調し合うという特徴が存在する｡ 

 
キーワード：西苑園林,建築群,機能,扁額の意味,庭園空間特徴 
Abstract：This study verify the characteristics of Empress owned Garden 「Xiyuan garden」by defining 

the space arrangement and function of the architecture groups and analyzing the meaning of 「Horizontal 
tablets」. The architectural groups in「Xiyuan garden」were categorized by function into four groups. 
The study carried out the cluster analysis using the data of meaning in Horizontal tablets and made the 
deep discussion. As a result, The Horizontal tables are divided into 3 groups and Each function group of 
architecture group have the special ratio. Also, the Different group of Horizontal has the different ratio 
and spatial distribution characteristics in different types of Architecture groups. The finding in the study 
show that understating of the Horizontal tables help study the feature of Garden space characteristics in 
architecture groups by digging deeper traditional garden space meaning. 

Key Words： empress garden, Xiyuan Garden, Architecture Group, function, meaning of Horizontal 
tablets, Garden space feature characteristics 

 
 

 
はじめに 

 
西苑園林は西暦 938 年に建設が開始され,遼,金,元,明,

清の 5 つの時代(約 700 年間)で建設され続け,そして清時

代における北京皇城の一番広い皇家庭園となった

(周,1991)｡西苑園林は,中国における皇家御苑の傑作と評

価される(田治,1959)｡清の乾隆時代(1736-1796)に,乾隆

帝は豊かな国力を基盤とし,西苑園林を造営し,それ以降

の基盤を固めた(田治,1959；周,1991)｡西苑園林は建築群

を基本単位とし,庭園空間と機能を明確に区別した｡建築

群は,囲む,限定するなどの手法を用いて,一定の範囲内に

多様な庭園空間 2)を作り出し,建築群は園内の生活,遊覧,

政治式典などさまざまな需要を満たした(周,1991)｡建築

群は各々別の機能をもち,庭園空間もそれに伴いさまざま

な特徴を形成した(彭,1986)｡ 

西苑園林は中国古来の造園手法である扁額により,庭園

を区分けし,建築の主題,機能などを強調した(李,2013)｡

また,建築群および建築単体の名称を付け,個人の理想,趣

味などを伝えることもでき,「意境」1)を形成した(周,1991)｡

西苑園林は建築群の扁額意味において,庭園空間と意境空

間結びつける架け橋になっている｡西苑園林における庭園

空間特徴を研究するため,西苑園林における扁額の意味を

理解することは不可欠だと考えられる｡ 

既往研究 3)では,中国古代皇家庭園における建築群の配

置の研究は十分になされている｡扁額に関する既往研究で

は,谷(2008)は庭園扁額の意境と空間の関係を研究した｡

章(1999),咸(2012),王(2014)は扁額を研究対象とし,庭園

空間特徴についてを考察した｡西苑園林における建築群の

空間配置に関する既往研究において,梁(1999)は「西苑園

林の建築は建築群を基本単位として構成する｡」と述べて

いるのみで,ほかの研究は見当たらない｡そして,建築群と
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扁額の関連性の研究はない｡そのため,本研究では,西苑園

林における建築群の扁額を研究対象とし,扁額の意味と建

築群における庭園空間特徴の関連性を明らかにすること

を目的とする｡また西苑園林における庭園文化の考察を行

い,中国古代庭園の文化研究を補充する｡ 

 

１．研究対象と研究方法 
 
１．１ 研究対象 
西苑園林は清時代における皇城の中に位置し,北海,中

海,南海という3つの部分に分けられている｡南北の距離は

2.5km,東西は平均 0.5km,面積は約 166haである(図１)(佐

藤,1991；周,1991)｡西苑園林は,乾隆時代に最大規模の建

築工事が行われ,乾隆時代以降は大きな建築群の新規造作

はなく,主に修復工事が行われていた｡そのため,本研究は

清の乾隆時代における西苑園林を研究対象とし,23 カ所の

建築群の具体的な内容を研究する(図１)｡ 

本研究では,文献資料 4)に記載された西苑園林の「扁額」

と「対聯」440通を確認し,そのうち乾隆時代における扁額

は250通である｡建築群外部の単体建築に属する扁額92通

を除く,各建築群内部における 158 通の扁額を研究対象に

する(表１)｡ 

１．２ 研究方法 
本研究では,2015年 5月,2016年 4月と 6月の合計 3回

の現地調査を通じ,西苑園林における建築群および扁額の

保存状況を把握する｡また,現地調査の結果と文献資料 5)に

基づき,対象地における建築群および扁額の分布状況を明

らかにする(図１)｡さらに,周(1991),張(2016),高(2010)

の既往研究により,建築群の空間配置と機能を確認してお

り,扁額の意味を整理し,クラスター分析を行う｡最後に,

扁額意味の分類結果に基づき,各機能別の建築群における

庭園空間の特徴を考察する｡ 

 
２．建築群機能類型の分類 
 

中国古代皇家園林における建築の基本配置形式は,対称

式(R)と自由式(F)の 2 種類がある(図 2)(佐藤,1991；

李,1990)｡西苑園林における建築群はこの 2 種類の形式を

基本的な骨格とし,それぞれに異なる23カ所の庭園空間が

形成されている｡西苑園林には,対称式(R)建築配置が三合

院式を原型とし３種類を構成し,自由式(F)の2種類と共に,

合計で5種類の建築群配置類型がある(図2)｡ 

本研究では張(2016),王(2013),高(2010)の既往研究か

ら中国古代庭園建築単体および建築群機能の分類根拠と

図 1 西苑園林の位置と平面図 
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李(2013)の西苑園林内建築群の機能についての論述によ

り,西苑園林23カ所の建築群を整理し,宗教祭祀,居住修身,

遊覧休憩,政治式典の4つに分類する｡ 

２．１宗教祭祀類建築群 
宗教祭祀類建築群は合計9カ所であり,それらは仏教,参

禅などの宗教に関する活動空間である｡建築の配置は,す

べて対称式(R)で構成される｡そのうち,三合院式(R1)が 2

カ所と四合院式(R2)が7カ所存在する(図1,2)｡ 

２．２居住修身類建築群 
  居住修身類建築群は合計5カ所であり,それらは居住,読

書,習字などの活動空間である｡建築の配置は,対称式(R)

と自由式(F)はほぼ同数であり,そのうち,対称四合院式

(R2)が1カ所,対称廊式(R3)が2カ所,自由壁式(F1)が1カ

所,自由廊式(F2)が1カ所存在する(図1,2)｡ 

２．３遊覧休憩類建築群 
遊覧休憩類建築群は合計5カ所であり,それらは遊覧,休

憩などの活動空間である｡建築の配置は,自由式(F)が多い｡

そのうち,自由壁式(F1)が 2 カ所,自由廊式が(F2)2 カ所,

そして対称廊式(R3)の１カ所が存在する(図1,2)｡ 

２．４政治式典類建築群 
政治式典類建築群は合計 4 カ所であり,それらは日常的

な政治と式典に関する活動空間である｡建築の配置は,す

べて対称式(R)で構成され,そのうち,三合院式が(R1)2 カ

所,対称四合院式が(R2)2カ所存在する(図1,2)｡ 

 

３．扁額意味の分類と扁額のグループ化 
 

３．１ 扁額意味の分類 
本研究では,章(1999),咸(2012),王(2014)の既往研究に

おける扁額意味の分類根拠と李(2013)の西苑園林におけ

る扁額意味の説明分析に基づき,西苑園林における扁額意

味の内容を整理し,宗教,儒学,知行 6),権力,仁政,政治知恵,

自然物,詩画自然 7),神話自然 8)の合わせて 9 カテゴリーに

分類する(表1)｡ 

３．２ 扁額のグループ化 
李(2013)の扁額の解読に基づき,158 通の扁額を整理し,

扁額の由来である詩文や扁額の内容などの意味を抽出し

たうえで(表 2),SPSS22.0 を利用し,クラスター分析(Ward

法と平方ユークリッド距離)によって類型化する｡一定し

ている範囲内にグループの特徴がよく現れるようになる

ことを基準とし,3つのグループが得られる(表3)(下記「グ

ループ」は「G」と略称する)｡ 

表 1 扁額内容およびグループ類型 

図2 建築群の配置と機能 
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GA に属する扁額は総計 64 通であり,自然物,詩画自然,

知行,仁政などの総合的な内容を反映している｡各意味に

対する要素の出現する回数と割合から見ると,「神話を除

く自然および知行中心」は GA に属する扁額の顕著な特徴

と言える（表3）｡ 

GBに属する扁額は総計 29通であり,宗教,自然物,知行,

政治知恵の内容を反映している｡各意味に対する要素の出

現する回数と割合から見ると,「宗教および自然物中心」は

GBに属する扁額の顕著な特徴と言える（表3）｡ 

GCに属する扁額は総計 65通でり,知行,政治知恵,宗教,

儒学などの総合的な内容を反映している｡各意味の要素の

出現する回数と割合から見ると,「知行および政治知恵中

心」はGCに属する扁額の顕著な特徴と言える（表3）｡ 

 

４．扁額からみた建築群機能類型別の庭園空間特徴 
 

西苑園林における建築群は,中国古代庭園における建築

群の配置形式に基づき,基本的な骨格として配置されてお

り,それぞれの建築群も各類型の機能をもち,多様な庭園

空間を形成している。そのため,前述のクラスター分析の

結果により,各機能を持つ建築群の扁額からみた庭園空間

を分析し,庭園空間特徴を考察する｡ 

 

４．１ 宗教祭祀類建築群の庭園空間特徴 
西苑園林における宗教祭祀類建築群は 9 か所であり,主

に対称組合式の四合院式(R2)で配置され,宗教に関する活

動を行う空間と参禅,休憩に関する付属空間が現れ,別々

に設置されている。扁額は総計48通であり,GBに属する扁

額は最も多く ,54.27%(26/48)を占めている｡ GC は

33.3%(16/48)を占めており,GA は最も少なく,12.5%(6/48)

を占めている(表3）｡ 

㎇に属する扁額の分布から見ると,主に宗教に関する活

動を行う空間に集中することがわかる。扁額は宗教の典籍

に記載する故実や宗教思想に関する語彙で構成されてい

る。例えば，[極樂世界NO.14]の「性海圓成」は,仏教用語

を用いて世俗の真理を追求する意味を表現している｡[永

安寺NO.2]の「法輪殿」,「人天調御」,「慈雲覚海」は仏教

用語を用いて衆生を教化する意味をもっている｡また,[西

天梵境NO.11]の「恒河演乘」「慈育万有」は衆生を済度し,

生けるものを彼岸へ導くという内容を反映している｡従っ

て,宗教に関する活動を行う空間には,㎇に属する扁額に

おける宗教の要素を用い,神聖な意境を生み出していると

考えられる。 

GC に属する扁額の分布から見ると,主に参禅,休憩に関

する付属空間に集中することがわかる。扁額は主に行為,

思想の基準や自省の意味をもっている。例えば,[極樂世界

NO.14]の「澹吟室」,「清約池」,「澄性堂」,「至爽楼」,

「妙相亭」は,自らを観察し反省する意味を表現している｡

[永安寺NO.2]の「普安殿」は仏法を通じて天下泰平と祈祷

する意味を表現している。従って,参禅,休憩などの付属空

間には,GC に属する扁額における知行,政治知恵の要素を

用い,皇帝の自身に対する行為と天下に関する考えを反映

していると思われる｡ 

また，周辺の風景に呼応するや自然物を用いて宗教思想

を伝える場合もあるため,少量のGAに属する扁額が存在す

る原因と考えられる｡例えば,[琳光殿NO.4]の「琳光殿」は

水面の光を宝石の光にたとえ,建築に対する自然風景と呼

応している｡[極樂世界NO.14]の「鏡藻軒」は水生植物で宗

教空間の落ち着いた雰囲気を作り出している｡ 

以上,宗教祭祀類の建築群において,宗教に関する活動

を行う空間と休憩,参禅の付属空間は別々に配置されてお

り,扁額も宗教,知行,自省の意味を含み,空間の用途に合

わせていることがわかる。従って,扁額を通じて宗教祭祀

の建築群の神聖な意境を作り出しているだけでなく,宗教

に関連する教誨の内容を用いて皇帝の自省を表している

ということが特徴として考えられる(図3)。 

４．２ 居住修身類建築群の庭園空間特徴 
西苑園林における居住修身類建築群は 5 か所であり,対

称組合式(R)と自由組合式(F)で配置され,居住,休憩の生

活空間と会談,読書,音楽や書道を練習するなどの修身活

動を行う空間に分けられている｡扁額は総計 46 通であ

り,GA に属する扁額は最も多く,60.87%(28/46)を占めてい

表 3 クラスター分析結果と建築群機能別分布 

表 2 扁額の意味を抽出する過程 
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る｡GC は 39.13%(16/46)を占めており,GB に属する扁額は

存在しない(表3）｡ 

GA に属する扁額の分布から見ると,主に修身活動を行う

空間に集中することがわかる。扁額は庭園空間における自

然風景の模写や伝統的な詩文や絵画にある自然のイメー

ジなどの内容で構成されている。例えば,[鏡清斎NO.10]の

「枕巒亭」,「画峰室」,「罨画軒」は古代の文人が大自然

の姿を描写する経過を表現し,文人の自然に憧れる意境を

表現している｡[画舫斎NO.8]の「春雨林塘」,「竹風梧月」,

「緑意廊」,「画舫斎」,「鏡香室」は,水面,雨,池,竹,アオ

ギリなどの自然景物を用い,周辺の自然物に呼応しながら,

詩や絵画にある文人の理想的な意境空間を形成している｡

従って,修身活動を行う空間には,GA に属する扁額におけ

る自然の要素を用い,実体の自然物と文人の大自然に対す

る憧れに繋げていると考えられる。 

GC に属する扁額の分布から見ると,主に居住,休憩の生

活空間に集中することがわかる。扁額は皇帝の行為や思想

に対する規準で構成されている。[鏡清斎 NO.10]の「鏡清

斎」と「不為物先」は聖人の経典にある思想を用い,自らを

観察し反省する意味を表現している｡「抱素書屋」は閑寂な

庭園空間に対応し,自照,清心,素朴という意味を表現して

いる｡[画舫斎NO.8]の「奥曠室」,「得真趣」は奥深い大自

然と矮小な人間に対する考えを表現している｡従って,居

住,休憩の生活空間には,GC に属する扁額における知行や

自省の要素を用い,居住空間の落ち着いた雰囲気を引き立

していると考えられる。 

以上,居住修身類の建築群において,修身活動を行う空

間と居住,休憩の生活空間は分けられており,扁額も自然,

知行,自省の意味をもち,空間に応じる雰囲気と調和して

いるという特徴を強調できる。従って,扁額を通じて皇帝

の修身,自省および文人の自然に調和する生活への憧れを

表現し,分割された庭園空間にさまざまな意境を形成して

いるということが特徴として考えられる(図3)｡ 

４．３ 遊覧休憩類建築群の庭園空間特徴 
西苑園林における遊覧休憩類建築群は 5 か所であり,対

称組合式(R)と自由組合式(F)所で配置され,建築単体が分

散的に配置し,移動的な庭園空間が形成されている｡扁額

は総計 44 通であり ,GA に属する扁額は最も多

く,56.82%(25/44)を占めている｡GC は 36.36%(26/44)を占

めており,GB に属する扁額は最も少なく,6.82%(3/48)を占

めている(表3）｡ 

GA に属する扁額の分布から見ると,建築群の内部および

外部における自然物や視線に関連し,秩序なく分散的に配

置されているという特徴がわかる。例えば,「濠濮間NO.7」

の「壺中雲石」は神話にある自然観を用い,植物に囲まれた

空間に対応し,静寂な雰囲気を生み出している｡「雲岫厂」

は“曇無心以出岫”という詩文から抽出し,築山によって造

営された建築のよい視野に呼応している。「五龍亭 NO.12」

の「滋香」,「浮翠」および「碧照楼NO.5」の「碧照楼」,

「湖天浮玉」は比喩の手法を用いて水の美しさを強調し,

北海の景色を描写している｡従って,GA に属する扁額にお

ける自然の要素を用い,遊覧,休憩を行う空間に対する自

然要素と遊覧動線に繋げ,強調していると考えられる｡ 

GCに属する扁額の分布から見ると,GAに属する扁額の分

布と同様に,分散的な分布様態をもつという特徴がわかる。

扁額は遊覧の途中に生み出した感想や自然観の考えで構

成されている。例えば,「濠濮間NO.7」の「濠濮間」は「莊

子·秋水」に記載された「濠濮間想」という典故から抽出さ

れ,聖人の人間と自然に対する見解を引用し,皇帝の安気

な自然観の考えを表している｡「五龍亭NO.12」の「澄祥」,

「湧瑞」は,水のイメージを用い,吉兆が水から湧き出ると

いう寓意を表現している｡「龍澤」は,龍の形象により,皇帝

の権威を強調している｡従って,GC に属する扁額における

知行の要素を用い,遊覧,休憩などの活動を行いながら,自

然の風景に生み出している感想を表していると考えられ

る。また，自然物から連想される宗教に関する内容がある

ことが,「蓮華室」「真如室」のような㎇に属する扁額が存

在する原因と思われる。 

以上,遊覧休憩類の建築群において,庭園空間は建築群

の内部および外部の自然風景に関連し,園路や廊によって

動線が形成している。この類型の建築群には,居住修身類

の建築群と似ている扁額の構成比が見えるが,空間の用途

図3 扁額からみた庭園空間特徴の分析  
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に伴い集中する特徴がなく,扁額は分散的な様態で分布し

ており,周辺の自然物やよい視点場に対応している。従っ

て,扁額を通じて眼前の自然を描写しながら,皇帝の自然

観および世界観に対する連想を昇華しているということ

が特徴として考えられる(図3)。

４．４ 政治式典類建築群の庭園空間特徴

西苑園林における政治式典類建築群は 4 か所であり,対

象組合三合院式(R1)と四合院式(R2)で配置され,建築物は

軸線上に並び,厳粛な雰囲気を作り出している｡扁額は総計

20 通であり,GC に属する扁額は最も高く,75%(15/20)を占

めている｡GA は 25%(5/20)を占めており,GB に属する扁額

は存在しない(表3）｡

GC に属する扁額の分布から見ると,皇帝が政務を執る建

築群に集中することがわかる。扁額は自身に対する励み,

勧めおよび自省に関する内容で構成されている。例え

ば,[勤政殿NO.19]の「勤政」は皇帝の政治に勤労すべきで

あるということを表している。「仁曜」と「昌德」は帝政の

盛徳を宣揚する意味を表現している。[紫光閣NO.16]の「武

成殿」「綏邦懐遠」は政治方針を懐柔し,領土の安定を目指

すという意味を表現している｡従って,GC に属する扁額に

おける政治知恵,知行の要素を用い,政務を執る建築群の

威厳的な雰囲気に呼応していると考えられる。

GA に属する扁額の分布から見ると,主に[豊澤園 NO.22]

という政務を処理する建築群に集中する特徴がわかる。例

えば,[豊澤園 NO.22]の[豊澤園]は,万民への豊作を祈る気

持ちを表現している｡[溪光樹色],[荷風蕙露]は,溪,樹,荷,

蕙の自然形象を用い,国土にある美景を褒め,天下を登臨

する胸襟を言い表している。また,[紫光閣NO.16]の「紫光

閣」は自然界に珍奇な“紫光”で皇権を象徴的に表現し,皇

権の最高地位を表現している｡従って,GA に属する扁額に

おける自然物の要素を用い,万民の農事や生活および国土

の安定に関心を寄せる気持ちを表し,帝権を顕彰している

と思われる。

以上,政治式典類の建築群において,建築は軸線上に並

んでおり,威厳的な雰囲気を表している。扁額も威厳的な

建築空間に呼応し,政事に対する考えや天下泰平の祈りを

表していることがわかる｡従って,扁額を通じて政治に関

する知行や天下に関心を表現しており,皇帝の集中的な権

威を強調しているということが特徴として考えられる(図

3)｡

おわりに

本研究は,清の乾隆時代における西苑園林の扁額の観点

から,機能別の建築群における庭園空間の特徴を上記のよ

うに明らかにした｡建築群における扁額は,それぞれの機

能により,様々な意味の構成比をもつ特徴がわかる｡加え

て,扁額は建築群の機能によって多様な分布様態も見えて

おり,建築配置,空間の主題,活動の内容,動線などの庭園

要素を互いに繋がり,いっそう深く関連性が見られる｡扁

額は意境空間を構造しており,建築群の庭園空間特徴と呼

応し,強調し合うという特徴が存在することもわかる｡

本研究は,西苑園林における建築の扁額と建築群を研究

対象として考察した｡しかし,扁額と全体的な庭園空間特

徴の関係はまだ解明していないため,西苑園林における扁

額と全体的な庭園空間の研究を今後の課題と考える｡
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補 注
1)「意境」の概念は周の『中国古典園林史』を参考にする｡「意とは,主観的

な感情や理念であり,境とは客観的な事実や景観と物である｡そして意境と

は,芸術創作の中におけるこれら２つの融合を示す｡」
2)本研究の研究対象として建築群の庭園空間は,西苑園林の建築群内部の造

園要素によって形成する空間であり,西苑園林の全体的な庭園空間と関連

しない｡
3)建築群の配置に関する既往研究は,劉の『中国古代建築史』,潘の『中国建

築史』,李の『華夏意匠』を参考にする｡
4)西苑園林における扁額の意味に関する文献資料は,李の『西苑三海扁額通

解』,北海公園管理課の『北海扁額石刻』,周の『中国古典園林史』を参考に

する｡
5)復元した平面図は,1751年『乾隆京城全図』,1913年『北京三海図』,周の

『中国古典園林史』を参考にする｡
6)知行は,「知ることと行うこと｡知識と行為」という概念である｡
7)詩画自然は,「詩歌や絵画に描いた自然物」という概念である｡
8)神話自然は,「神話などの物語に描いた自然物」という概念である｡
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